
帆船日本丸記念財団より、海洋教室参加者の皆様に対して、
以下のお願いがございます。

海洋教室の新型コロナウイルス感染防止対策について

必ずマスクの
着用をお願い
いたします。
(汚れた時のために
予備の持参を
おすすめしています)

手拭きタオル
(ハンカチ)の
持参をお願い
いたします。

当日の朝と
来場時には検温を
行ってください。
(37.5度以上の方
は海洋教室に参加
いただけません)

来場時には財団の非接触型
体温計をご使用になれます。

2020年6月
帆船日本丸記念財団指導部

財団職員は海洋教室の実施に際し、以下の対策を行っております。

職員は常にマスク
を着用しています。

各施設には、
手指消毒液を設置
しています。

職員は訓練時(バウスプリット

(裏面参照)上を除く)はマスク
に加えてフェイスシールド
を着用しています。

訓練中

室内においてもソーシャル
ディスタンスを確保します。

施設内(日本丸・
訓練センター等)は常時
換気を行っています。

施設移動時・
訓練前に
手指消毒を
行っていただ
きます。

アマビエ



《訓練写真》

〇開講式・閉講式

ソーシャルディスタンスを確保しています。
(天候により訓練センター内で実施)

〇船内見学

６名程度の小グループに分け、
見学箇所を分散して実施します。

〇登檣(とうしょう)訓練(バウスプリット渡り)

安全ベルトの着用はソーシャルディスタンスを確保できる場所で行い、
小グループで事前説明した上、一度に渡る人数を1～3名に制限して訓練を実施します。

〇結索訓練

６名程度の小グループに分け、屋内・外
の換気ができる場所にて実施します。

〇手旗訓練

参加者

バウスプリット

ソーシャルディスタンスを確保した上、
換気ができる場所にて実施します。

※上記は参考写真であり、天候やその他の理由により、訓練内容を変更する場合がございます。
※天候やその他の理由により、マスク等の飛沫防止対策の仕様が変更になる場合がございます。

今年度6月に実施した海洋教室について、
新型コロナウイルス感染予防対策がきちんととられていたかアンケート調査を行った結果、

平均4.63(5段階評価中)の総合評価をいただきました。


